
事業名 試験研究調査費 予算額 23，6∞千円

2 事業細目 (試験研究調査項目) 予算額 3，000 千円

増養殖研究費(温水魚資源対策調査研究)

3 期間 61年度---63年度 予算区分 委託費

4 担当者 水谷、山中、吉原、津村(振興協会)松尾、竹岡

5 目的 本県の栽培事業計画では、フ化仔魚を湖中施設で保護育成のうえ、放流するという方式を進

6 方法

めており、この事業の円滑な運営、安定化を図るとともに、効果的な放流技術をめざし、 3ヶ年

計画で調査研究を行なう。

(1) 沿岸帯環境調査……湖中保育場、および対象水域の基礎環境調査

地形、水底質、ヨシ、水草、餌料生物等。

(2) 網生賓養成試験......生物餌料の婿集方法の検討等。

(3) 放流魚の動向調査…・・・放流魚の採集方法の検討、成長、分布、移動等調査

(4) 害敵駆除…・・害敵生物の分布、生息状況調査、害敵駆除装置の駆除状況。

7 結果の概要

1.沿岸帯環境調査…・・海老江、長命寺、雄琴の各保育場において、 4---8月の 5ヶ月間、水底質調査、

餌料生物調査を実施したO 餌料生物保存試料を分析中である。

2.網生賛養成試験……水試の大型試験地(10-3号池)で、 7月、 8月の 2回、ホンモロコとニゴロブ

ナの網生賛養成試験を実施した。電照とポンプアップによる餌料の収集状況について、保存試料を

分析検討中である。

、 海老江保育場とその周辺で沖曳網、四手縮、小型定置網 刺網、投網等で、 4月-10
3.放流魚の動向調査} 月にかけてそこに犠息する魚種を採集するとともに近隣る漁獲されるニコ、ロフ'ナ、ホ

l コを採集した。採集した標本γついて測定整理中であるが、概略としては次の
4.害敵駆除 j とおりである。'-

①海老江保育場周辺は多くの魚介類が生息し、魚類で29種、エビ類で 3種、その他3種が採集された。

②最も多く採集されたのは、スジエビで次いでヨシノボリ、ヌマエビ、モツゴ、ヒガイであった。

③ホンモロコ、ニゴ、ロブナは保育場内で各々404万尾、 619万尾フ化仔魚か放流された。しかし、フナ稚

魚が保育前で約30尾、対朝包で100尾採集されただけで、ホンモロコ稚魚は採集されなかった。

④4月末---7月にかけては、エビの類、ハゼの類、モツゴ、ゼゼラ、ヒガイが多く生息しており、フ化

仔魚、放流後の歩留りが懸念された。

⑤ブラックパス、ブルーギルが採集されたのは8月中旬以降であり、ニゴ、ロブナ、ホンモロコ稚魚への

影響は生態学的にみて、他魚種よりも低いと思われる。

⑥スジエビ、ヨシノボリの食害による影響は卵、フ化仔魚初期に大きく、保育場の利用計画(電照網生

責による15日間飼育)が確実に実施されればニゴロブナ、ホンモロコの初期減耗はかなり少なくなる

ものと予測される。



8 主要成果の具体的数値(函・表等)

表1 湖北町海老江地先で採捕された魚種と採捕量 (S.61.4-10) 
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表2 湖北町海老江地先で採揮された主主金重の且~1探捕量(沖曳網・小型定置・小糸で採捕されたもの)
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9 今後の問題点

温水魚フ化仔魚、の湖中施設における保護育成に関し、作業の簡素化と事業効率性を高める必要がある。

また放流魚の動向を把握するため、標識方法の検討、採集方法の検討を要する。

10 次年度の具体的計画

ひきつづき、同調査を行なうが、特に網生音養成試験、放流魚の動向調査を重点的に実施する。
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